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小学校における発達段階 に応じた規律の基本的な在り方

冨井　裕平

生徒指導力高度化コース

要約：私は実習を通して規律の重要さについて気づくことができた。学校内ではルール、

マナー、モラルなど多くの規律が存在する。児童が集団の中で安心して学校生活を送るた

めにはその規律で児童生徒が考え行動する必要があると考えた。　しかし、６年間の小学校

生活で同じ規律で生活することは、児童が考え行動することを妨げてしまい、規律は学級

の状況、児童の発達などによって変化すると考えられる。本論文はその中の児童の発達に

着目し、発達の段階に応じた系統的な規律の在り方について検討をした。方法として、低・

中・高というように順序化し、系統表の作成を行う。児童の発達のスピードは様々である

ので、ここでは順序性を示した基本的な在り方としている。最終的に児童達で規律を考え

ることができる段階を本研究の結論とした。

キーワード：規律　発達段階　規範意識　ルール　マナー　モラル

はじめに

急激な社会の変化に伴い、現代の児童は人間関係の希薄化が進んでいる。深谷ら(2002)

は、「人間関係の希薄化のもたらす影響は大きい」と述べており、規範意識の低下といった

状況が見られるようになった。また、国立教育政策研究所の報告では、「規範意識の低下は

学校生活において見られ、学級集団の規律の乱れなどがある」と挙げている。そのことか

ら、児童期の段階から規範意識を育むことが必要と考えられる。

規律は他人を思いやるといったことを育むために重要である。文科省は「発達段階ごと

の特徴を踏まえ、学童前期から社会の集団のマナーリレールに関する継続的な指導、法や

決まりの意義の理解など、規範意識の確立といった取り組みが重要である」としている。

そのため、児童が社会性を身につけていくためには規律を定めることが重要である。

教職専門実習では１年生と６年生の学級に入った。その時の担任の規律指導としては、

１年生については教師が主に提示し、６年生については児童で考えさせる機会を多く設け

るなど違いがあった。児童の実態については、１年生では班決めや学習の順番、道具の置

き方など決められたルールでないと対応できないでいた。一方で６年生になると、班決め
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などの際、ある程度指示を出しておけば児童の中で工夫して決めていた。このように、学

年によって規律指導の方法は変化していた。

以上から、規律指導は教師からの提示することと、児童主体で考え作り出していくこと

の両面から指導することが重要である。また発達に応じて系統的に規律を構造化し、順序

立てて指導を行うことがよりよい学級集団を形成するために重要と考えられる。しかし、

近年の研究では低学年の規律の指導方法など、断片的な研究がほとんどであり、発達段階

から順序立てて規律の在り方を示し、指導のつながりを考慮した研究は少ない。

そこで本研究では、児童の発達の段階に着目して小学校１～６年全体の規律指導を系統

的に示す。全体の指導構造を示し、各段階の指導方法を明らかにすることで、規律指導の

一助になればと思い設定した。

第１章　 小学校における段階的な規律の内容

第１節　 低学年の規律指導の検討

文部科学省（以下文科省）の報告によれば、「低学年は幼児期の特徴を残しながらも、大

人が『いけない』と言うことは、してはならないといったように、大人の言うことを守る

中で、善悪についての理解と判断ができるようになる」といった特徴がある。渡辺(2001)

は低学年期の特徴として、［自分と他者の視点を区別して理解するが、関連付けることが難

しい］と述べている。また、教職専門実習で低学年の行動を見ていると、教師が指示した

ことと全く同じように行動しており、他者への配慮などを自分で考える場面はあまり見ら

れなかった。　しかし、｡児童が話を聞かないなどの行動をした際に、教師が指導すると反省

をしていたため、教師が適切な指導をすれば善悪の判断はできることが分かった。そのこ

とから、低学年期では自己の行動を中心に児童が理解しやすい目標を立てることが必要で

あると考えられる。

川田(2009)は小学校低学年の規範意識と規律の内容について､ 表１－１のように示した。

内容は、マナー・ルール・モラルの３つの観点を基に規範の項目を１０項目設定している。

「マナー」については「他者や集団とのかかわりの中で、周囲の人に不快な思いをさせず

に互いに気持ちよく生活していくための規準」として、「あいさつ」「礼儀作法・言葉遣い」

「話の聞き方」の３項目を設定している。「ルール」については「他者や集団とのかかわり

の中で､ 互いが安全で安心できるために守らなければならない規準」として、「時間の遵守」

「授業の約束・ルール」「学校生活の約束・ルール」という３項目を設定している。「モラ
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ル」については「人がよりよく生きていくために，善悪や正邪をわきまえて正しい判断・

行動をするための規準」として，「役割への責任」「他者への思いやり」「誠実な心」「公共

物の使用」という４項目を設定している。

表１－１　　小学校低学年の規範意識と規律の内容　川田(2009)

観点 項 目 内容

マナー あい さつ 先生や友 達 に元気 のよい挨拶 をす る

礼儀作法 ・言葉 遣い 自分 の 考えや 思い を先 生や友 達 に丁寧 な言 葉や態 度で 伝

え る

話 の聞き方 先生や 友達 の話を 最後ま でし つかり聞 く

ノレー ノレ 時 間の遵守 授業 の開始時 刻や 登校時刻 を守 る

授業 の約束 リ レール 返事や 姿勢、 忘 れ物をし ない こ とな ど授業 の約束を守 る

学校生活 の約束 ・ル

－ﾉﾚ

学校 の決 まりに 従って 安全で節度 あ る生活 を送る

モラル 役割 への責任 係や 当番活 動の仕 事を 最後まです る

他者へ の思いや り 友 達の誰 にで もわけ隔 てなく接 し、や さしくする

誠 実な心 良い こ と と悪い こ とと を区別 し、 うそ を言っ た りご まか

し たりし ない。

公 共物の使 用 教 室 の中で み んな が使 うも のを譲 り合い な がら大 事 に使

う。

河村(2007)は学校の社会性を身につけるために「学校生活のスキル」「集団活動のスキル」

「友達関係のスキル」の３つに分けて指導することがよいとしている。表１－２は各内容

を抜粋したものである。

表１－２　学校のルールを身につけるためのスキル（低学年） 河村(2007)

ス キル 内容 目標

学 校 生

活 の ス

キル

教室 の整理整頓 みんな が使 うもの は決 められた場所 に 置く

着替 え 順 番通 り手早く 着替 え る

ノートを とる 見や すく ノー トを とる。 教科ご とにノ ート を用意す る

提出物 の出し 方 物 に合っ た方法 で提 出す る

時間 を守っ て行動 す

る

チ ャイ ムを守っ て席 につく
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集 団 活

動 の ス

キル

係 の仕事 自分 の仕事 を忘れ ない でや る。 み んな で同 じく らい ずつ

仕事を する。

休 み時間 友達を 遊びに誘 う

話 し合い 自分 の意見を言 う

友 達 関

係 の ス

キル

基 本的な あい さつ を

す る

相手 が気持 のよい あい さつを考 えて 自分 から言 う

何 かして もらっ た時す ぐにあり か とう と言 う

マ ナー名人 必要 な場 面で 必要な言 葉を反射的 に 言え るよ うにす る。

上 手な話 しのきき方 うなず き、 あい づ ち、質問を しな がら話 を聞く

親 しくない 人 とで も

区別 しない

新 しい メンバ ーで グル ープ に なっ た時 はまず あい さつを

す る

友 達との約 束は守 る 守 れない 約束 はし ない。 守れ なく なっ た とき のマ ナー を

守 る。

以上から、低学年の段階では大人の言うことを守ったり、善悪の判断をしたりなど児童

にとって理解しやすい内容で指導する必要がある。　この指導が相手のことを考えるなどの

社会性を身につけていくための初期段階になると考えられる。具体的な指導方法をみても、

何かを考えさせながら行動させるのではなく、決められたルール通りの行動をとる指導が

効果的と考えられる。また、学校生活をよりよく送るために自己の行動を見つめなおすこ

とができる指導が必要である。　自分の行動の良し悪しを判断できなければ、相手の行動が

よいか悪いかなどを判断することはできないため、低学年の段階ではあいさつなどのマナ

ーやルールを何度も繰り返し指導することが重要と考えられる。他者との関係については、

相手が嫌と思う行動はしないといった簡潔で分かりやすい内容で指導し、中・高学年の内

容へとつなげていくことが重要である。

第２節　 中学年の規律指導の検討

中学年期の特徴として、文科省の報告では、「自己肯定感を持ちはじめる時期であるが、

反面、発達の個人差も大きく見られることから、自己に対する肯定的な意識を持てず、自

尊感情の低下などにより劣等感を持ちやすくなる時期でもある」としている。また、京都

市総合教育センターは、「他人の視点に立てるようになることや、ルールは集団の合意であ

れば変えてもよいと考えるようになる」といった特徴があるとしている。宇野（2010 ）は「3・

4 年の規範意識は崩れやすく、きまりを守ることの意味を指導する必要がある」と述べて
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いる。以上から中学年期では、自己の役割の意識を持たせ、ルールを守ることの意味を指

導していく必要があると考えられる。

国分(2001)は中学年の指導方法として、｢自分の行動が相手にどのような影響を与えるの

かを気づかせたり、相手の立場を尊重しながら考えたりすることが重要だ｣と述べている。

川田(2009)は小学校中・高学年の規範意識と規律の内容を、表１－３のように示した。低

学年の内容と同様に３観点から示している。

表１－３　小学校中・高学年の規範意識と規律の内容　川田(2009)

観点 項 目 内容

マ ナー あい さつ 学校生 活の 中で進 んで挨拶をす る

礼儀作 法・言葉 遣い 学校生 活の 中で相 手に応じた 言葉遣 いや行 動をす る

話の 聞き方 学校 生活の 中で話し 手の気持 ちを 考えな がら話 を聞く

ノレー ノレ 時間 の遵守 学校 の時間 の決ま りを守り 、余 裕を持っ て計 画的 に行 動

す る

授業 の約束 ・ル ール 返事や 姿勢､ 忘 れ物を しないこ とな ど授業 の約束 を守る

学校 生活の約 束リレー

ル

学校 の決ま りに 従って安 全で節度 ある 生活 を送 る

モ ラル 役 割 への責任 係や 当 番活 動､ 委員会 活動な どで決 めら れた 自分の役割

を果 たす

他者へ の思いや り 自 分 より 弱い 大 や障 害 のあ る人 の 気 持 ちや 立 場 に配慮

し なが ら接 す る

誠 実 な心 自 分の好き 嫌い だけ にとらわれ ず､ 適切 に判断 し行動 す

る

公 共物 の使用 机や い す な ど 学校 の備 品や 施設 を次 の 人 のこ とも考 え

て 大切 に使 う

河村(2007) は中学年では「いろいろなタイプ の人とかかわる体験が大切である」と述べ

ており、そのためのルールを身につけていくために表１－４のような指導方法を提示した。

内容は低学年の内容と同様に「学校生活のスキル」「集団活動のスキル」「友達関係のスキ

ル」の３つに分けている。この２つの表から、低学年期の目標と比べ相手のことを考える

ことに重点をおいていることが分かる。
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表１－４　 学校のルールを身につけ るためのスキル(中学年) 河村(2007)

ス キル 内容 目標

学 校 生

活 の ス

キル

学習用 具の整理整頓 必要な もの が取り 出しやすい ように整 理す る。 忘

れ物 がない ように工夫 してい れ る。

授業 の準備 ・後片付 け 決 められた手順 通りに 手早く行 う

提出物 の出し方 物に合 っ た方法で 提出す る。 忘 れ たとき は必 ず報

告す る。

時 間 を守 って行動 する トイ レは 休み時 間の最 初に行 く。 友 達 に席 に着こ

うと声を かげろ

集 団 活

動 の ス

キル

係の仕事 いつ ・誰 が・ 何を・ ど うやっ てや る かを決 めて学

級 のた めに仕事をす る。

休み時間 み んなで一 緒に遊ぶ。 ルール を守っ て遊ぶ。

話し合い 全員 が話 し合いに 参加 す る

友 達 関

係 の ス

キル

基本的 なあい さつ をす る 挨拶 のバ リエーシ ョンを増や す

み んなで決 めたル ール を守

る

一人 一人 がル ールの 必要性 を理 解す る。 ル ール を

決 める ときの約束 を学級 に作る

友 達 との約束は 守る 自分が 守れ る約束を す る。 守れ なく なっ た時 は相

手 に言 う。

上手な話 し の聴 き方 友 達の話 は、相手 を見な がら最後 まで 聞く。

親 友を作 る話 の聴 き方 友 達 の悩みや 真 面目な話 を相手 の気 持 ちにな って

聞く

親 しく ない 人 とで も区別 し

ない

グループ 活動 のとき のマ ナーを 知 り、意識 し て グ

ル ープ 作 りに参加 する。

以上から、中学年期では決められた内容をその場の状況に合わせて考えながら行動する

必要かおる。また、自分の行動だけで終わらず、集団で活動していることを理解できるよ

うな指導が必要と考えられる。中学年では相手の立場になって考えることができ始めるた

め、相手の気持ちになって行動できるように指導していく必要かおる。そのためには、正

しい行動を判断するモラルの育成が重要であり、話の聞き方や他者への思いやりについて

の指導を低学年機と比べて重点的に行うことが重要である。また、教師が定めたルールを

守るだけでなく、相手のことを思いやり、児童で考えて決めていくことも集団で生活して
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いくために必要と考えられる。

第３節　 高学年の規律指導の検討

高学年の特徴として、文科省の報告では、「集団の規則を理解して、集団活動に主体的に

関与したり、遊びなどでは自分たちで決まりを作り、ルユルを守るようになる」としてい

る。教職専門実習の体験からは、教師が集団での活動で関与しない場面が多くみられた。

例えば､係活動で役割を決める際に、立候補者も出ずになかなか決まらない場面があった。

その時、児童は何もできずにいたのだが、教師は「このように決めなさい」といった指導

はせずに、「どうすれば決まるか考えてみなさい」という指導をしていた。以上から、高学

年の段階では決められたルールを守ることのほかに、相手に合わせたり、集団活動がスム

ーズに進むように考えるといった周りを考えながらルールを作っていけるような指導が重

要と考えられる。

河村(2007) は高学年について人と深くかかわる体験が必要であるとしており、相手の気

持ちに深く共感できるような指導を表１－５のように示した。

表１－５　学校のルールを身にっけるためのルール（高学年） 河村(2007)

スキル 内容 目標

学 校 生

活 の ス

キル

学 習用具 の整理 整頓 必要な もの が取り 出しやすい ように整理 す る。しま

うとき はも のの大 き さをそ ろえ る

授 業の準備 ・ 後片付 け 決 めら れた 手順通 りに手早 く行 う。準備 と片づ けの

約束を 守る

提 出物 の出し方 物に合っ た 方法・順 序で提 出す る。正し く出せ てい

ない人 には 声を かけ る

時 間を守 って行 動す る 時間 の見通 しを 立てて 計画的 に行動 する

集 団 活

動 の ス

キル

係 の仕事 メンバ ーで 話し合 って 具体的 な活動 計画 を立てる

休 み時間 ルール を守 って 仲良く遊 ぶ　　　　　　　　　 ゛

話 し合い お 互い の よさを 取り入 れて よりよい 意見 を導く

友 達 関

係 の ス

キル

基本的 な あい さつ をす る 相手 にぴっ たり な言い 方であい さつ をす る

み ん な で 決 め たル ール を

守 る

み んな のた め になるル ール をつ く り、守る 覚悟をす

る

友 達 との約 束は 守 る 自分 が守れ る約 束をす る。守れ なくなっ た時 は相 手

に言 う。
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上手な 話しの聴き 方 相 手が話 しやすく 、真剣 に聞いてい るこ とが伝わ る

ように聞 く。

友 情を深める話 の聴 き方 友 達の様 子に気づ き、相 手に気持 ちになっ て話を 聞

く

親し く ない 人 とて も 区別

しない

グル ープ 活動 で うまく い か なく な るメ ン バー の 行

動に気づ く。

以上から高学年の段階では、中学年の段階と似た指導であるが、より他者の立場を考え

た行動ができるような指導が必要と考えられる。そのため、児童自身で考え行動できるよ

うな指導が重要になってくる。教職専門実習の体験でもあったように、児童だけで話し合

わせる時間を多く設けつつ、話し合いなどのルールを決めたり、話し合うための能力を身

につけたりすることができるような指導が必要である。

第２章　 小学校の規律全体の指導構造

小学校６年間の規律指導は、発達の段階に合わせて指導していくことが重要である。そ

こで､第１章で述べた各発達を考慮しながら、全体の規律指導の在り方について考察する。

全体の指導内容は表２－１のように示した。

表２－１　規律指導の全体構造

規範 項 目 指導 内容

低 学年 中学年 高学年

マナー 礼儀 ・元気 のよい挨拶 をす る

・相手 が気 持の よい挨 拶

を考えて 自分 から言 う

・自分 の考え を丁寧な 言

葉や 態度 で伝え る

・何かし ても らった らす

ぐ にあ りか とうとい う

・進 んで挨 拶をす る

・挨 拶 のバリエ ージ

ヨンを増や す

･ 相手にピ ッタ リな挨拶

をする

聞 き

方

・最 後 までしっ かり 聞く

・うなず き、質 問をし な

がら話 を聞く

・話 し手 の気 持ちを

考 えな がら聞く

・話 は相 手を 見な が

ら聞く

･ 相手が話 しや すく真 剣

に聞い てい るこ とが 伝

わる よ うに聞 く

・友 達の様 子 に気づき 相
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・悩 みや 真面 目な話

を 相手 の気 持 ち に

なって 聞く

手の気 持 ちにな って 話

を聞く

モ ラル 役 割 ・係な どの自分の仕 事を

忘れない でや る

・みんな と同じく らい ず

つ仕事 をす る

・自分の意 見を言 う

・いつ 、誰 が、何を、

ど うや っ て や るか

を決 めて学 級 のだ

めに仕事 をす る

・ 全員 が話 し合い に

参加す る

・メン バーで話し合 って

具 体的 な 活 動 計 画 を

立て る

・お互い の よさを取り入

れ て より 良 い 意 見 を

導く

思 い

や り

・守れない 約束 はしない

・新しい グループ になっ

た時 はまず あい さつ を

する

・友 達を遊び に誘 う

・ 自分 か守れ る約束

をす る

・約 束を守 れなくなっ た

時 は 相手に言 う

・グル ープ 活動で うまく

い か な く な る メ ン バ

ー の行動 に気づ く

ノレー ノレ 時間

時刻

・チャイ ムを守っ て席 に

着 く

・登校時刻 を守る

・学校 の時刻 ・時問

の決 まり を守 り 、

余 裕を 持っ て 計 画

的 に行 動す る。

・友達 に席 に着こ う

と声を かけ る

・見通し を立てて 計画的

に 行動 する

授業 ・返事や 姿勢な どの約 束

を 守る

・提 出物 の出し 方を守 る

・見や すく ノー トを とる

・決 められ た手順 通

叫 こ準備 や 片 づ け

を行 う

・物 に合っ た方法 で

提出す る

・準備 と片づけ の約束 を

守る

･ 提 出物 は物 に合 った 方

法、順 序で提出 す る

･ 提 出物 を出せ ていない

人 に は声を かけ る。

規律指導を行うことは、今後社会で生きていく上で、他人を思いやる力を養ったり、集

団での自己の行動を考えるために必要である。　この規律を設けた理由を理解することで、

｢社会で生きていく上での自身 の心情や判断力、実践意欲の態度｣ などが養われると考え

られる(小学校学習指導要領第１章総則道徳教育の目標から抜粋)。 それらを養っていくた
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めに児童の規範意識を「マナー」「モラル」「ルール」の３つに分け、観点に絞って指導が

できるようにした。これらは拘束力が異なり、拘束力が弱く、より考えることが求められ

る順に示した。

マナーは［他者や集団とのかかわりの中で、周囲の人に不快な思いをさせずに互いに気

持ちよく生活していく」ために必要な規準である（川田(2009))。これが育まれることで、

相手を思いやり、友達とよりよい関係を結んだりすることができると考える。今回はこの

マナーの意識を「礼儀」と「聞き方」という項目に分けて示した。礼儀は、相手のことを

不快にさせない行動を身につけるために必要である。低学年の段階では挨拶を抵抗なく行

うことを目標とし、学年が上がるにつれて教室以外での人間関係も増えてくると考えられ

るため、場面や相手に応じて挨拶ができる指導とした。聞き方については、「話の聞き方は

信頼関係に大きく影響する」と品田(2007)は述べていることから、まず最後まで聞くこと

ができるような指導を行い、学年が上がるにつれて相手の状況に応じてどのような態度を

とればよいか考え、行動できることを目標とした。

モラルは「人がよりよく生きていくために、善悪をわきまえて正しい判断・行動をする

ための規準」である（川田(2009))。これが育まれることで友達との関係がよりよいものに

なると考えられる。本研究ではこのモラルを「役割」と「思いやり」の２つの項目に分け

た。役割は自己のすべき行動を判断し、集団活動をスムーズに行うために重要な内容であ

る。低学年では決められたものから始め、段階を追って自己で判断し行動できるような指

導としているＯ思いやりは人間関係を良くするために重要である。自分で考えることが必

要ではあるが、初めはどのような行動をすればよいかわからないこともあるので規律とし

て指導し、なぜこの行動をするのか考えさせることが重要と考えられる。この指導をする

ことで、より深く相手の気持ちを考えることができるのではないかと考えられる。

ルールは「社会の中で認められる生き方を自ら作っていく」ために必要な規準であり（山

口（2010 ））、これが育まれることによって、学習環境が整ったりするため、身につける必要

かおる。また、［他者や集団とのかかわりの中で、互いが安全で安心できるために守らなけ

ればならない］ものでもある。本研究ではこのルールの意識を身につけさせるために大き

く　F時刻・時間」「授業」の２つの項目に分けて指導内容を示した。［時刻・時間］につい

ては「ペル着」など学校生活をスムーズに行うために守るべき時間を示している。最終的

な目標としては、藤村(2007)が高学年では「見通しを立てて行動する意識を身につける」

ことが大切としていることから､計画的に行動できることを位置づけた。その過程として、
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低学年の段階ではきちんと守らせて自分をコントロールしようという意識をもたせ、学年

が上がるにつれて自分たちで行動できるような指導方法とした。また、高学年では集団で

活動することの重要性を理解するようになるため、自己の時間を守るだけでなく、他者の

ことも気づくことができる指導とした。「授業」については、提出物や準備などのルールを

守ることに加え、高学年では集団活動に主体的に関与することから他者に気を配ることが

できることを目標とした。指導方法としては､低学年では言われたことを守る指導を行い、

中学年、高学年になるにつれて、ものに合った方法で提出することや報告をするなど、ど

うすれば授業が円滑に進むかを自分で考えることができるような指導とした。

第３章　 まとめと今後の課題

第１章と第２章では規律指導を発達段階に応じて示した。この内容から、規律指導は決

まりを守ることが本来の目的ではなく、相手を思いやり人間関係をよくすることや、集団

での活動を主体的に関与したりするなど、児童の今後の生活をよりよくしていくことが重

要である。この指導内容が身につくことで、その場の状況を的確に読み取り判断すること

ができたり、感情をコントロールしたり、自分の思考をうまく伝えたりすることができる

と考えられる。　しかし、このような人間関係のノウハウといったものを教えることは児童

の個性を殺すという批判があるかもしれない。確かに挨拶の仕方などを教えるとマニュア

ル通りにしか動けなくなるように見えるが、圃分(2001) が規範意識を育むことで｢ 相手の

考えや気持ちを理解でき、自分が思っていることを的確に相手に伝えられるような人間に

なる] と述べていることから、様々なノウハウを教えることは自己表現の方法を教えるこ

とになると考えられる。

以上から、ﾉ｣ヽ学校では規律指導をすることで、児童が相手の気持ちを読み取ることや自

己をコントロールすることができると考えられる
Ｏ
児童が考えながら規律を守ることで、

社会で生きていくことの重要さを学ぶきっかけとなると考えられるので、発達に合わせて

効果的に指導していく必要かおるだろう。

本研究では発達段階に応じて規律指導の方法を示したものの、課題は多くあると考える。

そこで、ここで考えられる課題を以下のように挙げた。

①発達は児童によって様々であるため、一律に指導できるものではない。

②クラスの実態によって適した指導の方法がある

③文化によってルールやマナー、モラルは異なる
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以上が考えられる課題である。①、②に関しては学級の集団、個人の実態は様々であるた

め、指導方法は何通りもあると考えられる。そのため、本研究の内容を基本的なベースと

して、実態に合わせて指導を工夫していくことが望ましいのではないかと考える。③に関

しては、日本ではよいことであっても、海外ではよくないマナーなどがある。そのため、

この内容をしなければならないととらえるのではなく、児童が相手のことを考えて行動す

るための参考にすることが望ましいと考える。今後は様々な文化について考慮に入れなが

ら研究を進めていきたい。
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